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平成２３年奈良市観光入込客数について 

 

１ 観光客数の概要 

  平成２３年中に奈良市を訪れた観光客は、１３，１３５千人で前年の１８，４１

５千人に比べ、５，２８０千人（２８．６７％）の減となりました。 

 

２ 種類別前年との比較 

  平成２３年の観光客数は、一般観光客が４，６１５千人の減となり、また修学旅

行・外国人旅行者もともに減少となりました。その結果、総数では５，２８０千人

の減少となりました。 

（単位：千人） 
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一 般 １２，７７７ １６，７６０ １２，１４５ ▲４,６１５ ▲６３２

修学旅行 ７８２ １，０２６ ８１６  ▲２１

０ 

３４

外 国 人 ４０７ ６２９ １７４ ▲４５

５ 

▲２３３

合 計 １３，９６６ １８，４１５ １３，１３５ ▲５，２８０ ▲８３１

 

３ 主な減少要因 

（１）平成２２年に比した平成２３年の観光客数の減少要因としては、平城遷都１３

００年祭の閉幕と平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災が考えられま

すが、観光庁が６月に発表した「宿泊旅行統計調査（平成 23 年１月～12 月）」の

都道府県別延べ宿泊者数の前年比を見ると、京都府 2.9％増、大阪府 2.9%の減、

兵庫県 1.7％の減といずれも３％未満の増減となっているのに対し、奈良県は

32.8％の減となっていることから、被災地とならなかった近畿において、奈良県

と他府県に差があるということは、平城遷都１３００年記念事業の終了という要

因が主要なものと考えられます。 

 



（２）外国人観光客については、全国的に平成２２年８６１万人から平成２３年は６

２１万人に減少しており、奈良への訪問者数が比較的多いアメリカ、フランス、

スペイン、オーストラリアなどでは、訪日外国人数が平城遷都１３００年記念事

業開催前の平成２１年と比較しても、約 19％～約 51％減少しています。これは、

東日本大震災及び原発事故の発生とそれに伴う風評被害とともに、円高も影響し

ていると推測しています。また、外国人の入込客数の推計の参考としている外国

人の訪問率の調査機関が平成 24 年 4 月以降、日本政府観光局（JNTO）から観光

庁に変わり、その一部変更に伴い奈良市への訪問地率も平成 22 年 7.3％から平成

23 年 2.8％に大幅に減少したことも、奈良市への外国人訪問客数の算定に影響が

ありました。 

 

（３）修学旅行生については、少子化の流れの中、誘致活動の成果と、首都圏や東海

地方などからの修学旅行先の振り替えも若干あり、宿泊者数は微増となりました

が、日帰り客数は、やはり平城遷都１３００年記念事業の終了に伴う減少と考え

られ、宿泊を伴う修学旅行の誘致にさらに力を入れていく必要があると思われま

す。 

 


